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武蔵野市子ども読書活動推進計画 概要版 

 

第 1章 計画策定の背景 

１ 子どもの読書をめぐる社会的背景 

 

  

 

 

○ 全ての子どもにとって豊かな読書環境を作り出していくことが必要 

○ 子どもの読書環境を整えていく責務を果たすことが求められている 

２ 国 の 動 向  国際子ども図書館の設置、子どもの読書活動の推進に関する法律の施行、 

           子ども読書活動の推進に関する基本的な計画の策定 

３ 東京都の動向  東京都子ども読書活動推進計画の策定 

４ 武蔵野市の動向  子どもプラン武蔵野、学校教育計画、生涯学習計画、図書館基本計画 

 

第２章 武蔵野市子ども読書活動推進計画の基本的考え方 

１ 計画の目的 

市の様々な機関、施設において多様な形で行っている子どもの読書活動を推進するための施

策を体系化、市全体での子ども読書への取組みとして整理し、さらに有効なものへと発展させ

ていきます。 

２ 計画の基本理念 

   市内のすべての子どもが読書を楽しむことができるような環境を将来的な展望も含めて、整

えていくことを目指します。 

３ 計画の基本方針 

 (1) 子どもの読書環境の整備 

 (2) 家庭、地域、学校、図書館、関係機関が連携した事業展開 

 (3) 子どもの読書活動に関わる人材の育成 

(4) 子どもの読書活動に関する既定事業の継続と拡充 

(5) 子どもの読書活動に関わる保護者への啓発、支援 

(6) 武蔵野市の他施策との連動 

４ 計画の期間 

平成 23年度から概ね５年間とする 

５ 計画の進行・管理 

   教育委員会による、その権限に属する事務の管理および執行の状況についての点検および評

価の制度を活用し、進行管理を進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

少子高齢化 

核家族化  の進展 

情報化社会 

子どもの生活に変化 

興味、関心の多様化 

 

子どもの読書離れ 

本を読まない大人の増加 



第３章 武蔵野市における子ども読書活動の現状と課題、取組み 

１ 家庭・地域等 

＜現状と課題＞ 

         

 

 

＜今後の取組み＞ 

○ 子どもと保護者が読書に親しむ環境づくりと読書活動支援 

○ 関係機関の職員を対象とした講座、講演会、研修の実施 

２ 学校 

＜現状と課題＞ 

 

  

 

 

＜今後の取組み＞ 

○ 蔵書の充実、展示の工夫など学校図書館機能の充実 

○ 学校図書館の開館時間の拡大と読書時間の確保・充実、読書の習慣化 

○ 学校と市立図書館との連携事業の充実 

○ 図書室サポーター等を対象とした研修の実施 

３ 市立図書館 

＜現状と課題＞ 

 

 

 

 

 

＜今後の取組み＞ 

○ 児童、ヤング・アダルトサービスの充実 

○ ハンディキャップを持つ子どもへのサービスの実施 

○ 子どもの読書に関わる人材の育成、活用 

○ 学校と市立図書館との連携事業の拡大 

○ 保護者への啓発活動の実施、子どもの読書に関わる活動への支援 

４ 関係機関等の連携、協力 

＜現状と課題＞ 

 

 

 

 

＜今後の取組み＞ 

○ 家庭、地域、学校、関係機関をつなぐ中心機関、読書活動に関する相談窓口としての市立図

書館の体制整備 

○ 子どもたちの読書活動の指針となるようなブックリストの作成 

○子どもの読書に関わる活動の更なる充実 

○子どもの読書に関わる人材の育成 

○子どもと保護者に対する働きかけの充実 

関係機関において様々な

読書活動を実施 

学校図書館の整備が進め

られ、各校で様々な読書

活動を実践 

○学校図書館の更なる充実 

○子どもの読書に関わる人材の活用。保護者への啓発、支援 

○１か月に家で１冊も本を読まない子どもの割合の減少 

 

図書館等関係機関や学校

間の連携、保護者や地域の

協力の下、読書活動を展開 

○家庭、学校、図書館など地域社会全体のより効果的な連携 

○子どもの読書に関わる人材の育成・確保 

 

児童書の配備、貸出、紹介

等全ての年齢にわたる子

どもたちに読書の機会を

提供 

○無認可保育園や私立学校への情報提供や支援 

○中高生を対象としたサービスの展開 

○子どもの読書に関わる人材の育成 

 


